
 

 

令和５年度特定侵害訴訟代理業務試験 

 

  論点［事例問題１］   

 

 問１ 起案 

 １ 特許権侵害訴訟における請求の趣旨に対する答弁の記載 

  ２ 被告製品の構成に関する記載 

  ３ 文言侵害におけるクレーム解釈と当てはめ 

  ４ 明確性要件の適合性基準と当てはめ 

  ５ 特許法１０２条１項に基づく推定覆滅の要件への当てはめ 

   

 問２ 小問  

 （１）ア 有権代理（民法９９条）と無権代理の区別 

    イ 代理権の濫用（民法１０７条）の当てはめ 

    ウ 権限外の行為の表見代理（民法１１０条）の当てはめ   

 （２）ア 弁論主義（第１テーゼ） 

    イ 弁論主義（第３テーゼ） 

    ウ 自由心証主義（民事訴訟法２４７条）・証拠共通の原則 


